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2024年 12月 9日 

 各 位 
第四北越リース 株式会社 

サステナブルファイナンスの収益を活用したフードロス削減BOXの寄贈について 

 

 第四北越リース 株式会社（社長：高橋 伸彰）は、設立50周年記念事業として、地域や

お客さまの「環境・社会課題」解決に向けて取り組んだサステナブルファイナンス※1の収

益の一部を活用し、公益財団法人 ドナルド・マクドナルドハウス・チャリティーズ・ジャ

パン（理事長：岩中 督）にフードロス削減BOX※2およびBOX内の食品を寄贈しますのでお

知らせいたします。なお、12月 18日（水）に「ドナルド・マクドナルド・ハウスにいがた
※3」において贈呈式を行います。 

 当社は、今後も「第四北越フィナンシャルグループSDGs宣言」に基づき、新潟県内最大

の金融・情報サービスグループの一員として、SDGsの達成と地域社会の発展に貢献してま

いります。 

記 

1. 寄贈目的 

サステナブルファイナンスの収益の一部を活用し、社会的な課題の解決に向けた活動

を行っている団体を応援します。 

2. 寄贈品 

フードロス削減BOXおよびBOX内の食品 

3. 寄贈先および寄贈品設置施設 

① 寄贈先 

公益財団法人 ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン 

② 寄贈品設置施設 

ドナルド・マクドナルド・ハウスにいがた 

4. 贈呈式の日程 

日 時：2024年 12月 18日（水） 10時 10分より 

  場 所：ドナルド・マクドナルド・ハウスにいがた 

      （新潟市中央区旭町通一番町756番地 9） 

 

※1. 環境課題や社会課題の解決に資する融資、投資(出資含む)、リース取引のこと。 

※2. ZERO 株式会社（代表取締役：沖杉大地 四辻󠄀弘樹、本社：東京都）が展開する、パッケー

ジ変更などの理由で流通できなくなったフードロス商品の無人販売BOX。 

※3. 公益財団法人 ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパンが運営する

入院・通院中の子どもとその家族のための滞在施設。にいがたハウスは国内 12 か所目、

日本海側では初のハウスとして、2022年 10月に新潟大学医歯学総合病院に隣接し、開設

 



 2 / 2  

されました。 

   

【参考】フードロス削減BOXイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

以上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

第四北越リース 株式会社 

担当：総合企画部／藤橋 

電話 025-243-3636 

 

・ フードロス削減BOX内に入っている食品はお菓子やレトルト食品など 

・ 月に数回、ZERO 株式会社が商品を補充 

・ フードロス削減BOX利用者の金銭負担はなし 


